別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　　項：医務費　　　目：医療整備対策費
	事業名: メディカルコントロール協議会費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備担当　電話番号：058-272-1111（内2535）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　要求額：1,490千円（前年度予算額：1,490千円）

	事業内容


	１　事業の内容


救急隊のプロトコール（処置手順）の策定及び改正対応（国の基準改定に伴う改定等）、救急救命処置の事後検証、救急救命士の教育訓練等、救急業務実施上の問題を解決し、救急業務の高度化を図るため、消防関係者と医療関係者による協議会を５地域（２次医療圏域）及び県（全体）に設置し、必要な協議及び調整を行う。
	２　所要経費


会議開催経費　　1,490千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
２ 地域医療の体制と医師・看護職員を確保する
・救急･災害･へき地･周産期･小児などの医療連携体制を強化する
	２　これまでの取組状況


県メディカルコントロール協議会での協議・調整事項

・国（消防庁・厚労省）による各種制度改正への県での対応方針の協議。

・プロトコールの標準を策定し、指導的立場として地域協議会に示す。（導入は各地域協議会で実質協議をして行う。）

・地域のメディカルコントロール体制間の調整や、地域メディカルコントロール協議会からの報告に基づく指導、助言等の実施。

地域メディカルコントロール協議会での協議・調整事項

・メディカルコントロール体制の実施にあたって当事者間の合意形成。

・搬送と受入の双方の当事者である消防機関と医療機関が、救急救命士の行う病院前救護処置の個別的な検証に基づく、具体的な処置の質的向上。
	３　これまでの取組に対する評価


救急救命士の行う救急救命処置の範囲は順次拡大され、求められている能力も高度なものになってきており、それ対応できる体制整備を図っている。

　＜救急救命処置範囲拡大の例＞
Ｈ１５：包括的指示下での除細動の実施

　　　Ｈ１７：気管内チューブによる気道確保（気管挿管）

　　　Ｈ１８：エピネフリンの薬剤投与

　　　Ｈ２１：自己注射が可能なエピネフリン製剤の薬剤投与

　　　Ｈ２３：ビデオ喉頭鏡による気管挿管
今後も、救急業務の高度化を図るうえで、地域のメディカルコントロール体制の一層の充実が必要とされる。

	決定額の考え方
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